
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 練馬区立南が丘中学校 

令和６・７年度 練馬区教育委員会教育課題研究指定校 

研究主題 

時代に応じた人材育成を図る 

３年間を見通したカリキュラムの構築 
～キャリア教育を柱として、総合的な学習の時間や特別活動等を利用し、 

生徒の非認知能力を高める実践～ 

練馬区教育委員会 教育長 三浦 康彰 
 
 今日、予測困難な社会の変化の中で、子供たち

に自らの個性や能力を伸ばし、様々な困難を乗り

越えて人生を切り拓いていく「生きる力」を育む

ことが強く求められています。こうした背景を踏

まえ、本校では令和６・７年度の２年間にわた

り、研究主題を「時代に応じた人材育成を図る、

３年間を見通したカリキュラムの構築」とし、 

キャリア教育を柱とした「生きる力」を育むため

の教育活動を推進してきました。 

 研究では、ＩＣＴを効果的に活用し、全学年で

プレゼンテーションの作成・発表をゴールとした

探究的な学習を展開したり、地域社会や職業につ

いて「調べる・まとめる・伝える」活動を各学年

で系統的に構成したりしました。また、学校行事

等の機会を生かした異学年交流を積極的に取り入

れ、多様な他者と相互にフィードバックを行った

上で評価指標である「ルーブリック」を導入・活

用し、生徒が自らの学びの過程や習熟度を客観的

に振り返ることをできるようにしました。 

 各実践を通して、自ら目標を立てて行動する力

が向上したことや、粘り強く学びに取り組む姿が

見られるようになったことは、本研究の大きな成

果であると考えます。 

 結びに、本校の研究に対し温かくご指導いただ

きました、熊本市立西原中学校 栄養教諭 松岡 

珠美 先生に深く感謝申し上げるとともに、本研

究に取り組まれた 宮田 健史 校長をはじめ、

教職員の皆様に敬意を表し、あいさつといたしま

す。 

練馬区立南が丘中学校 校長 宮田 健史 
 

 急速に変化する社会において、生徒たちが未来

を切り拓く力を身に付けることは学校教育の最重

要課題です。さらに私たちは教科等の学力だけで

なく、様々な力を伸ばす働きかけを生徒たちに行

っています。これらの働きかけは、３年間を見通

した活動であり、PDCAサイクルの中で、より効

果のある活動にしています。しかし、本校ではコ

ロナ禍で、特に総合的な活動の時間は学年ごとの

活動となり、学校としての指導の一貫性が大きく

揺らいでしまいました。 

 そこで、令和６・７年度 練馬区教育委員会教

育課題研究指定校の指定を受け、キャリア教育を

「生きる力をはぐくむ教育活動」として、総合的

な学習の時間や特別活動を研究の柱に据えまし

た。そして、これまでの活動を整理し、３年間の

系統的なカリキュラムを再構築するとともに、活

動を科学的に評価することに取り組んできました。 

 研究を進める中で、社会が求める人材、大学が

求める学力等にも触れ、探究型学習の意義を改め

て理解し、学びの評価方法を工夫して行ってきま

した。その中で、これらの活動は「学ぶ意欲」「協

働する力」などの非認知能力の向上に効果がある

ということが、次第に分かってきました。  

 次期学習指導要領の論点整理でも、探究型学習

の質の向上が求められています。本校の実践が、

各校の総合的な学習の時間や探究型学習の推進に

少しでも寄与できることを願っています。 



１キャリア教育を柱に一貫性のある総合的な学習の時間と特別活動の再構築（振り返りと再構築）

２ 探究型学習の意義と指導方法の工夫（Ai GROWの活用）

１ 研究構想図 
 

 

 

 

 

  研究主題 ： 時代に応じた人材育成を図る、3 年間を見通したカリキュラムの構築 
 

目指す生徒像 ： 将来への希望と在り方を見付けられる生徒・自ら課題を見付け、解決し、表現できる生徒 
目指す学校像 ： エビデンスを基に教育活動を振り返り、次の課題を見付け、常に改善を続ける学校 

 

 

 

研 究 仮 説 ：３年間を見通した一貫性のある探究型学習や表現活動を重視した総合的な学習の時間と特別活動のカリ
キュラムを作成し、それらに科学的な面からの評価・改善を取り入れることで、生徒の生きる力の育成
に向けた学びがより確実になる。 

 

 

 

  

 一、心身ともに健康で創造力のある人 

教育目標 

 一、進んで学び、深く考え、積極的に行動する人 

 一、思いやりの心をもち、互いに協力する人 

 一、心身ともに健康で創造力のある人 

生徒の実態 

・素直で、与えられた課題には、意欲的に取り組む。

その反面、自主的な行動ができる生徒は少ない。 

・自己肯定感が低く、自己表現の苦手な生徒が多い。 

研究方法 

３ プレゼンテーション力の 
  育成・伸長（評価の検討） 

○キャリア教育、総合的な学習の時間の理解 

○R2～５年度の振り返り 

 ・各学年における総合的な学習の時間 

  と特別活動の目的、活動、成果の確認 

 ・各活動の精選と生徒に身に付けさせ 

  たい力の検討 

○３年間を見通した活動の構築を見据 

 えた年間指導計画の作成 

○探究型学習の意義とその理解 

○総合的な学習の時間における探究型 

 学習の課題・指導方法の充実 

○総合的な学習の時間、特別活動の評価 

 方法、探究・実践 

○プレゼンテーションの理解 

○プレゼンテーション指導の実践 

○フィードバックと評価 

○プレゼンテーションの実践と評価の検討 

 

２ 研究の概要 
 

 

キャリア教育 

行事等の特別活動 

探究型の学習 
《学ぶ楽しさ・学ぶ意欲》 

 

○総合的な学習の時間・特別活動の意義の再確認・捉え直し 

○総合的な学習の時間・特別活動における内容の見直し 

○３年間を見通したカリキュラムの再構築 
 

プレゼンテーション 

表現 
《あり方・伝え方（＝相手を考える）》 

 

○「生きる力」の一つとしての「伝え方」の工夫の検討 

○生徒が表現する題材としての「行事」の目標確認、事前・ 

 事後学習の指導方法の研修 

○スライド・Canva等、表現ツールとしてのタブレット活用 
 
 

Ai GROW 
 

《非認知能力・各活動の効果測定》 
 

○非認知能力の確認、測定ツール（Ai GROW）の把握 

○Ai GROWの結果の見方、活用例を学ぶ 

○データからの生徒の変容の見取り方の研修 
 
 

ルーブリック 

フィードバック 
《学びの目標・学びの促進》 

 

○効果的な表現方法の工夫と指導方法の検討 

○発達段階に応じたルーブリックの検討と実践 

○生徒及び家庭へのフィードバックの実践 
 

 



３ Ai GROWによる検証 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【Ai GROWについて】 
 Ai GROWは、Institution for a Global Society株式会社が 
開発した非認知能力・コンピテンシー（行動特性・気質）を 

数値的に捉える評価ツールである。全国の自治体や企業でも 

採用されている。 

 本校では令和６年度より年度当初に「気質診断」、大きな 

行事の後や学期末に「自己・他己評価」を行い、その結果を 

生徒・保護者へ面談を通じてフィードバックしている。 

【令和７年度の各学年計測結果（平均値）】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【現２・３年の経年比較（平均値）】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【集計結果より】（Institution for a Global Society株式会社による分析） 

 ・２・３年生は今年度だけでも非認知能力の数値の伸びが見られるが、昨年度からの経年変化を見て 

  も、全体的に数値が伸びている傾向が見られる。 

 ・１年生では非認知能力の数値が全体的に伸びている傾向にある。特に自己効力の項目が上昇して 

  おり、物事に対して自信を持って取り組めるようになってきている傾向があると考えられる。 

 ・異学年交流による１年生から３年生までの「縦のつながり」を意識した取組が、各活動において 

  臨機応変に対応することができる柔軟性を伸ばしている。また各活動を通して活躍する場が増える 

  ことで、生徒の個人的実行力や自己効力の向上に寄与していると考えられ、今後も伸びが期待できる。 

【本校の考察】 

 ・特別活動（行事）や総合的な学習の時間の振り返りについて、「ルーブリックに基づいた相互評価」 

  や「一言コメントによるフィードバック」を意識して実施したことで、根拠に基づいた適切な評価 

  や自己の発表に対する前向きなコメントが、生徒の自己肯定感向上に寄与していると考える。 

 ・運動会や文化発表会における「縦割り練習」や他学年への「乗り入れ発表」、効果的な「パブリック 

  スペースへの作品掲示」など、異学年交流を意識した活動を積極的に実施したことにより、先輩の 

  良い見本（例示）を見た後輩学年の「非認知能力への訴求」を促したと考える。 



４ 各学年の取組紹介 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
○職場体験／学びを深め、得たものを分かりやすく伝える 

 １年次の「職業調べ」の学習内容を踏まえて、少人数（２～４名）のグループで、 

 希望する職種へ職場体験を実施する。事前・事後学習を通じて、働くことの意義 

 や生き方への考えを深め、個人で６枚程度のスライドを作成し、クラス内でプレ 

 ゼンテーションを実施する。ルーブリックを基に選考されたクラス代表による 

 発表会に１年生も同席し、２年生の「プレゼンテーション」を見せる。１年生 

 から寄せられた「一言コメント」で学びを客観的に振り返る。 

 

 

 

 ○職業調べ／スライド作成の基礎 

  自ら興味をもつ職業について調べ、４枚のスライドにまとめ、２～３分の 

  プレゼンテーションを行い、簡易なルーブリックを参考にして評価を行う。 

  →クラス代表による学年内発表会を実施する。 

 ○上級学校調べ／Canvaによるポスター作成の基礎 

  自ら興味をもつ上級学校について調べ、Canvaでポスターを作成し、簡易な 

  ルーブリックを基に、ポスターセッションを実施し、作品を評価し合う。 

  →生徒一人ひとりが10作品を選び、集計する。優秀作品を発表する。 

 ○校外学習（鎌倉）／プレゼンテーションの基礎 

  行動班で「旅行記」をCanvaの編集機能なども用いて５～６枚のスライド 

にまとめ、各班で４分程度のプレゼンテーションを行う。ルーブリックを参 

考に相互評価を実施する。→クラス代表による学年内発表会を実施する。 

 

 

 

 

 ○校外学習《将来的な自立に向けて》／東京駅・国立科学博物館見学 

  事前学習で公共交通機関でのマナーや使用時の注意、案内板の見方などを 

  確認する。当日は各班で決めた経路をしおりに記載し、その経路通りに目的 

  地まで移動し、その様子を教員が見守る。見学地内のオリエンテーリングで、 

  何かを探す、メモを取る、確認することを実地で学ぶ。 

 ○進路学習《特別支援学級卒業後の具体的な進路》 

  ３年間を通じて上級学校訪問２校（特別支援学校普通科、就業技術科または 

  職能開発科）と職場訪問（１か所）を実施して、必ず生徒自身が体感できる 

  ように取り組む。 

 ○進路学習《「働くこと」の意義》／職場訪問（クロネコヤマトミュージアム） 

  見学地内で荷物の積み込み作業についてのレクチャーを受け、実際の制服を 

  着て作業に取り組む。また実際の配送車両へ乗車して体感し、業務について 

  職員から説明を受け、「働くことの意味」を体験から学ぶ。 

 

【異学年交流を意識した取組】 

《ＩＣＴを活用した情報共有・意見交換》 
 ○一言コメント 

  運動会・文化発表会等の行事、総合的な学習 

  の時間の発表等の際に、学年やクラスを超え 

  て「一言コメント」をGoogleフォームへ 

  入力し、まとめを一人ひとりにフィードバック 

  する。 

 ○がお中アーカイブ 

  学年・クラスの作品（PDF・スライド等）を 

  Google ドライブに保存し、生徒が閲覧できる 

  環境を作り、次年度の取組への参考とする。 

 
 
 

 ○修学旅行／スライド作成・フォトコンテスト 

  事前学習（見学地テーマを分担した調査）・事後学習（訪問先の感想と得た 

  学び）を個人でスライドにまとめ、掲示する。また、旅行中のスナップから 

  テーマ「みんなが主役」・「時を超えた風景」・「旅の珍百景」にあった画像を 

  選び出し、投票によるセッションを行う。 

 ○句作・詠む活動（国語科）／折々のテーマによる俳句・短歌 

  年間を通じて、行事や区切りのタイミングで、生徒自らの想いを俳句や短歌等 

  の限られた字数で綴る。学年フロアへ掲示して、学年通信などでも共有する。 

 ○動画作成（技術科）／社会貢献のためのシステム開発 

  生活や社会を「少し良くする」というテーマで、グループで「マイクロビット 

  （プログラミング教育のために開発された教材）」を活用したシステムを発案 

  し、紹介動画を作成する。（下の画像は生徒が発案したシステムの一例） 

 

 

【Ｅ組】～自立を意識したキャリア教育の推進とまとめ・研究主題のキー 

 ワードである「時代に応じた人材育成」を念頭に「自らが生きる道を切り 

 拓く力を身に付ける」ため、特別支援学級からのアプローチを行う～ 

【第１学年】～「自分らしく生きて働く力」を生徒自らが探究する活動・ 

 調べたことを「わかりやすく伝える」プレゼンテーションの基礎力を培う～ 

《他学年への乗り入れ発表》 
 ○職場体験の報告発表会に１年生が参加し、 

  ２年生の発表を聞いた後に「一言コメント」 

  を入力して、発表生徒にフィードバック 

  する。 

 （感想の例） 

「スライドで吹き出しやモーションを 

使っていて見やすく、体験の良い所が 

分かった」 

  「仕事をするやりがいを見付け出す 

ことができたのが凄いと思った」 

【第２学年】～職場体験をテーマとしたプレゼンテーションの実践・ 

 明確な基準（ルーブリック）を踏まえプレゼンテーションの質を高める～ 

《ルーブリックの検討・活用》 

 生徒の成長や習熟度に応じた 

「ルーブリック」を２学年の教員 

で検討し、職場体験の発表で活用 

した。今後、他学年にも応用する。 

【第３学年】～「社会の中で生きる力の育成」を重視した様々な表現活動・ 

 これまでのスキルを高め、「自己の考え・想いを表現できる」生徒を育てる～ 



５ 成果と課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●研究に携わった教職員● 
【令和7年度】 校長／宮田 健史   副校長／眞坂 明子   研究主任／安藤 一貴 

  齋藤 亜季   藤山 恵太   堀  大輝   篠原 卓朗   佐藤 寿子   廣岡  匡 

  丹生  永   枦山 真由美   古林 貴大   山多 愛結   上遠野 郁恵   山田 祐司 

  大久保 秀時   山口  健   小島 佳之   前野 亜希子   増田 博文   大友 夏子 

  田名見 佳加   伊藤 俊介   福士 由美子   昆  雅子   峰村 泰子   鈴木 孝昌 

  吉田 和美   栗原 恵三   栁田 彩子  

 

【令和６年度】 副校長／品川 真秀樹 

  堀越 義智   森川 紀子   澤部 里菜   鈴木 玲子   柴田 七生   牧 洋太朗 

 

●ご指導ご協力をいただいた方● 

  熊本市立西原中学校  栄養教諭                       松岡 珠美 様 

  Institution for a Global Society株式会社           小川 侑希 様 

  湘南ゼミナール 高等部/総合型・学校推薦型コース 責任者 川村 一雄 様 

  ＩＭＡＲＩ共育センター 所長                           福井 秀平 様 

  公益財団法人 日本進路指導協会 理事           関本 惠一 様 

生徒 
【成果】 

・Ai Growで確認できる非認知能力全ての項目 

 で、数値的な向上が見られた。 

・グループでの学習方法や発表方法を、実践を 

 通しながら身に付けられた。 

・「個人的実行力」の向上により、学びに向かう 

 力を高められた。 

【課題】 

・課題や活動の継続を意識したり、将来の自分 

 の在り方を考えたりして、学びの目的や目標 

 を意識して学習する意欲はまだ低い。 

・様々な表現活動において、自分の在り方 

 （プレゼンス）を意識して表現することに 

 より、学びを更に充実させていく必要がある。 

教員 
【成果】 

・小集団への指導方法をいくつか実践しながら 

 習得することができた。 

・プレゼンテーション指導や評価方法の理解を 

 深め、スキルも高めることができた。 

【課題】 

・生徒の発表に対するフィードバックについて 

 質のさらなる向上が必要である。 

・探究的学習の活動やそれに伴う表現活動など 

 の取組は、生徒指導提要の4つの視点の３つ 

 （自己存在感の感受、共感的な人間関係の 

 育成、自己決定の場の提供）と連携している 

 ことへの意識を高める必要がある。 

学校 
【成果】 

・総合的な学習の時間や特別活動における系統化された３年間のカリキュラムを作成することが 

 できた。 

・総合的な学習の時間や特別活動において科学的な評価方法を利用し、その結果を活用することが 

 できた。 

【課題】 

・総合的な学習の時間や特別活動の系統化されたカリキュラムの活動および取組を地域や保護者へ 

 より明確に発信し、各学年の学びを地域や保護者からも理解・支援される活動にして行く必要が 

 ある。 
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